
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

趣 旨 
 

感染症拡大の影響は、私たちの生活や意識に大きな変化をもたらしています。様々な個人や団体の行う地域活動 

には、停滞・衰退する活動がある一方で、既存の取り組みを見直したり、新たな手法を取り入れたりしながら展開 

される活動も増えています。複雑化・多様化する地域課題の解決に向けて、活動には新たな知識・視点・創意工夫 

が求められることに加え、目標を共有しながら協働する姿勢が今まで以上に重要となってきました。 

この研修では、地域活動を効果的にｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄできる人材の育成を目指し、協働に不可欠なファシリテーションに 
ついて、講義・演習を通して学びます。なお、ｵﾝﾗｲﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を高めるため、オンライン形式で開催します。 
 

主 催   社会福祉法人島根県社会福祉協議会／島根県ボランティア活動振興センター 
 

日 時   令和４年 ２月２４日（木）１０：００～１６：００ 
 

開催方法  オンライン形式（zoom利用） 
      

参加対象  ボランティアセンター・社会福祉協議会・行政・NPO法人・公民館・福祉施設等の職員、 
生活支援コーディネーター、コミュニティソーシャルワーカーなど 
その他ボランティアコーディネーションに携わる人     

※島根県内の方が対象です 
 

内 容   〇ワークショップ 「コロナ禍のボランティアコーディネーション」 

〇講義・演習    ①「協働を促進するファシリテーション」 

   ②「現状の整理と行動計画の策定」 
 

講 師  モジョコンサルティング合同会社  代表 長浜 洋二 氏 
 

1969年山口県生まれ。米国ピッツバーグ大学公共政策大学院卒。NTT、マツダ、富士通で約15年に 
わたりマーケティング業務に従事。2018年にモジョコンサルティング合同会社を設立し、社会課題 
の解決と新しい価値の創造に取り組む人や組織、地域に対して、事業開発（事業計画/戦略の策定と 
実行）と組織開発（コーチング/ファシリテーション）のコンサルティング支援、及び地域における 
多様な主体の協働推進（エコシステムづくり）を行っている。 
本会設置の「オールしまね社協ブランディング検討会」アドバイザー。 

 

参加費  無 料 
 

定 員  ３０人   ※先着順に受け付け、定員に達し次第締切ります。 
          

申込方法 下記申込フォームよりお申込みください。   

＜申込フォームＵＲＬ＞ https://forms.gle/Qsnqf64ytkDsJBL88 
        締切：令和４年 ２月１４日(月) 

 

＜参加にあたっての留意事項＞ 
＊参加者1人につき１台のパソコン(カメラ・マイク付)を準備し、周囲が静かな環境でご参加ください。 
＊やむを得ず研修開催を中止する場合は、本会ホームページにてお知らせします。 

    

【問い合わせ先】 
 島根県社会福祉協議会 地域福祉部 地域福祉係（担当：中川）  
        〒690-0011 松江市東津田町1741-3いきいきプラザ島根内 
        TEL：0852-32-5997／FAX：0852-32-5982／E-mail： voc@fukushi-shimane.or.jp 

mailto:voc@fukushi-shimane.or.jp

